
写真／球審を務める渡部弘之さん（中）
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　残暑の８月下旬。球場に、
胸にプロテクター、顔にマ
スクをつけた審判歴23年
の渡部弘之さんがいました。
日陰の無い球場で、場合に
よっては２試合連続で審判
員となる場合もあるとのこ
と。審判員には、ミスの無
い判断はもちろんのこと、
トラブルが起こった際には
迅速な対応が求められます。
渡部さんは「審判の判断一
つで試合の流れが変わるこ
ともある。選手同様、一瞬
たりとも気が抜けません」
と話してくださいました。

球児も審判も
真剣勝負

マスクを外した渡部さん。

今月の

表　紙

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページに
も掲載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれ
でも見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことが
できるように工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。
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いいでの新成人
　町では、お盆に合わせて成人式を開催しています。一人
前の人間として社会的に認める式典。今年は96名が新成人
となりました。
　式に合わせて、新成人たちに「自分たちの将来」や「ふ
るさと」についてどのように考えているか、アンケート調
査を行いました。
　アンケート結果を、成人式の様子と新成人の震災復興支
援活動と共にお伝えします。
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成
人
式
開
催

　

８
月　

日
、「
あ
～
す
」
で
、

15

平
成　

年
度
の
成
人
式
が
行

24

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新

成
人
は　

名
。
そ
の
う
ち
、

96

　

名
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

75式
典
前
の
会
場
や
ホ
ー
ル
は
、

旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
記

念
撮
影
や
近
況
を
報
告
し
合

う
新
成
人
た
ち
で
沸
き
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
が
始
ま
る
と
、
一
転

し
て
会
場
は
静
寂
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

町
長
は
式
辞
と
し
て
、
昨

今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
「
資
本
主
義
社
会
で
は
、

競
い
合
わ
な
い
と
生
き
残
れ

な
い
と
の
考
え
が
あ
り
ま
す

が
、
競
争
と
共
生
は
相
対
す

る
も
の
で
は
な
く
、
表
と
裏
の
関
係
で
す
。
そ

の
間
を
新
た
な
道
と
し
て
歩
む
こ
と
が
〝
一
生

の
仕
事
〟
と
呼
べ
る
」
と
述
べ
、
新
成
人
を
鼓

舞
し
ま
し
た
。

　

成
人
者
を
代
表
し
て
佐
藤 
鷹  
政 
さ
ん
（
椿
出

た
か 
ま
さ

身
：
千
葉
県
在
住
）
が
、
宣
誓
。
紙
に
し
た
た

め
た
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
る
と
、
最
後
に
後
藤

町
長
を
堂
々
と
落
ち
着
い
た
表
情
で
見
つ
め
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
俺
た
ち
が
飯
豊
町
を
背
負
っ

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
め
ざ
み
の
里
観
光
物
産
館
で
、

成
人
式
実
行
委
員
会
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

か
れ
ま
し
た
。

成人を祝う

成人者代表による個性あふれる宣誓仲間がそろってはじける笑顔

成人式の正装は「やっぱこれでしょう！」

PLAYBACK

1991.4.2

1992.4.1

－

◆出来事
・ 横綱千代の富士引退
表明（５月14日）

・ 雲仙普賢岳で大火砕
流が発生（６月３日）

・ ソビエト連邦が消滅
（12月21日）
・ アルベールビル冬季
五輪（２月８日～）
・東海道新幹線のぞみ
運行開始（３月14日）
◆世相・流行
　じゃあ～りませんか、
火砕流、若貴、僕は
死にましぇ～ん
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成人の節目に
「大人になった自分たちにできること」

 
義
援
金
を
募
る
新
成
人

　

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
８
月　

日
11

と　

日
、
め
ざ
み
の
里
観
光
物
産
館
に
、

12
新
成
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
数
、

両
日
合
わ
せ　

名
。

14

　

成
人
式
実
行
委
員
会
（
佐
藤 
孝  
太 
委
員

こ
う 

た

長
：
黒
沢
在
住
）
の
呼
び
か
け
で
、「
新
成

人
と
な
る
節
目
の
年
に
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
震
災
復
興
支
援
」
の
考
え
の
下
、
義

援
金
を
募
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
帰

省
客
で
込
み
合
う
中
、
額
に
汗
を
に
じ
ま

せ
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

懸
命
に
寄
付
を
呼
び
か
け
る
新
成
人
た

ち
の
声
、
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

深
々
と
頭
を
下
げ
る
態
度
、
そ
れ
は
、
誰

か
の
た
め
に
行
動
で
き
る
立
派
な
成
人
の

姿
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
９
月
１
日
の
め
ざ
み
の
里
祭

り
会
場
で
も
、
来
場
者
に
募
金
を
呼
び
か

け
る
新
成
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
の
将
来
を
担
う
新
成
人
た
ち
の
〝
思

い
を
形
に
す
る
行
動
力
〟〝
仲
間
と
連
携
す

る
団
結
力
〟
に
、
彼
ら
・
彼
女
た
ち
の
充

実
し
た
将
来
と
町
の
明
る
い
未
来
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
義
援
金
の
送
り
先
は
、
新
成

人
た
ち
の
中
学
生
時
代
の
恩
師
の
一
人
で

あ
る
伊
藤
久
美
子
先
生
が
、
現
在
勤
務
さ

れ
て
い
る
宮
城
県
女
川
町
立
女
川
第
二
中

学
校
（
全
校
生
徒　

名
）
で
す
。

13

　

女
川
第
二
中
学
校
で
は
、
義
援
金
で
生

徒
た
ち
の
運
動
着
を
購
入
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

 ありがとう、私の生徒たち

　皆さんは、私が教育現場
に出て２年目に出会った生
徒たちです。明るく素直で
とても“なつっこい”生徒
たちでした。そして、時折
見せるみなぎるパワーを持

つみんなに、私は必死に向き合っていたこと
を、今でもよく覚えています。
　女川第二中学校の生徒たちは、震災の影響
で島から離れ、今は、本土の別な中学校の一
角を借りて授業を受けています。
　「義援金を送りたい」と聞いたとき、驚きと
ともに、嬉しさがこみ上げ温かい気持ちにな
りました。以前から人の気持ちに寄り添える
生徒たちだと感じていましたが、成人を迎え、
遠く離れた人々にも手を差し伸べらべられる大人
になったことを、心から嬉しく思いまいます。あ
りがとう。
　皆さんの輝かしい未来を、心から願ってい
ます。　

伊藤 久美子
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新成人が考える「将来のこと」「町のこと」

ア　ン　ケ　ー　ト
　

新
成
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
方
々
で
あ
り
、
そ
の
考
え
や
意
見
は
町
の
将
来
に
大

き
く
関
わ
り
ま
す
。
新
成
人
の
「
将
来
」
や
「
町
」
に

つ
い
て
の
考
え
や
意
見
を
把
握
す
る
た
め
に
、
成
人
式

前
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■ 
回
答
者
数　

名
51

　

男
性　

名
、
女
性　

名

24

27

◆
割
合

・
新
成
人
数　

名
に
対
し　

・
1
％

96

53

・
式
典
出
席
者
数　

名
に
対
し　

・
0
％

75

68

現在の住所は？

置賜内 ２
（3.9％）

県内 ６
（11.8％）

無回答 １
（2.0％）

町内 20
（39.2％）

総数51名
将来への努力は？

回答数内　　容
10勉強
7仕事
6貯蓄
4何事も前向きに取り組む
3スポーツ
3メンタルを鍛える
2資格
2社会人として基本を学ぶ
2特になし
1子育て
1その他
10無回答
51合　計

総数51名

回答数町に住む、できれば
住みたい理由

7好きだから
3家があるから
3生まれ育ったから
2落ち着くから
2帰りたいから
2住みやすいから
1親の面倒
1仕事をしているから
1まちづくりをしたい
12無回答
34合　計

回答数町に住まない、
たぶん住まない理由

1働きたい企業が県外
1交通の便が悪い
1色んな所が見たい
1県外移住が希望
1仕事がない
8無回答 
13合　計

回答数理由

3まだ決まっていない

　

約
6
割
の
新
成
人
が
町
外
に
住
ん
で
い
る
。

町
外
在
住
理
由
の
約
７
割
が
「
学
校
」
へ
の

進
学
。「
将
来
町
に
住
む
（
で
き
れ
ば
）」
は
、

町
内
・
外
在
住
者
と
も
７
割
。
多
く
の
新
成

人
は
、
将
来
は
町
で
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

　

た
だ
し
、
町
外
在
住
者
の　
・
7
％
は
「
で

56

き
れ
ば
住
み
た
い
」。「
で
き
れ
ば
」
と
躊
躇

す
る
理
由
を
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
直
説
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
住
ま
な
い
（
た
ぶ

ん
）」
理
由
か
ら
の
推
測
に
と
ど
ま
る
。

　

人
口
増
と
若
者
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
に

も
、
時
期
を
捉
え
て
正
確
な
理
由
把
握
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

 
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
考
察

将来町に住みますか？
総数50名（現住所無回答の１名除く）

合  計町外在住町内在住選 択 肢 うち進学者
割合人数割合人数割合人数割合人数

26.01313.6313.3%445.0%9住む

44.02254.51256.7%1725.0%5できれば住みたい

8.049.126.7%210.0%2たぶん住まない

16.0818.2416.7%515.0%3住まない

6.034.516.7%25.0%1無回答（未定含む）

50端数処理により
100％ならず22端数処理により

100％ならず3020合　計

学校 22
（73.3％）

仕事 ５
（16.7％）

家族の都合
１（3.3％）

無回答 ２
（6.7％）

町外在住の理由は？
総数30名

県外 22
（43.1％）
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拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

  
耐
震
診
断
の
経
過

　

学
校
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
・
生

活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
常
災

害
時
に
は
緊
急
避
難
場
所
の
役
割
も

果
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
に

強
い
施
設
と
し
て
、
そ
の
安
全
性
の

確
保
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
公
立
学
校
施

設
の
耐
震
化
を
平
成　

年
度
末
ま
で

27

の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
完
了
さ

せ
る
と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。

　

町
内
に
は
昭
和　

年
の
新
耐
震
基

56

準
施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
学
校
は
３

校
あ
り
、
第
一
小
学
校
・
手
ノ
子
小

学
校
・
中
津
川
小
中
学
校
の
体
育
館

で
す
。

　

既
に
第
一
小
と
手
ノ
子
小
に
つ
い

て
は
耐
震
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
中

津
川
小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
学
校

閉
校
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
避
難
所

や
地
域
活
動
の
際
に
使
用
す
る
こ
と

を
考
慮
し
て
、
今
年
度
中
に
耐
震
診

断
を
行
う
予
定
で
す
。

 
補
強
よ
り
改
築
で

　

町
内
で
最
も
古
い
小
学
校
校
舎
の

第
一
小
学
校
（
昭
和　

年
か
ら　

年

45

46

に
か
け
て
建
設
）
は
耐
震
診
断
と
と

も
に
耐
力
度
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
耐
力
度
に
お
い
て
よ
り

数
値
が
低
く
、
早
急
な
安
全
確
保
を

図
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
８
月

以
降
、
教
育
委
員
会
協
議
会
に
お
い

て
「
第
一
小
は
、
築　

年
が
経
過
し

40

て
い
る
た
め
、
将
来
の
学
校
経
営
を

考
え
、
耐
震
補
強
よ
り
全
面
改
築
が

望
ま
し
い
」「
耐
震
化
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
現
在
の
地
で
の
改
築
が

好
ま
し
い
」
な
ど
の
意
見
を
と
り
ま

と
め
町
長
に
提
言
。

　

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
で
は
、
議

会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
現
在
地
に
お

い
て
全
面
改
築
を
行
う
予
定
で
す
。

  
新
校
舎
完
成
は 

　
　

平
成　

年
度
の
予
定

27

　

今
年
３
月
に
改
築
に
向
け
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
学
校
、
学
校
後
援
会
、

中
・
萩
生
・
黒
沢
の
地
区
協
議
会
長

な
ど
に
よ
る
改
築
検
討
委
員
会
を
設

置
。
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
（
学
校
に

求
め
ら
れ
る
設
備
、
地
域
公
共
施
設

や
防
災
・
避
難
所
と
し
て
の
機
能
な

ど
）
の
取
り
ま
と
め
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

８
月
末
に
は
、
幼
児
施
設
の
保
護

者
代
表
や
専
門
家
を
加
え
建
設
検
討

委
員
会
に
再
編
し
、
先
進
地
視
察
や

地
域
の
方
か
ら
意
見
募
集
な
ど
を
経

て
、
今
年
度
中
に
基
本
構
想
を
策
定

し
、
平
成　

年
度
の
新
校
舎
完
成
を

27

目
指
し
ま
す
。

問合せ先　役場教育文化課学校教育振興室　緯72―2111（内線164・166）

昭和56年以降建築、
調査対象外

耐震度Is値：0.53
耐力度点数：4,085

耐震度Is値：0.74
耐力度点数：5,340

昇降口
棟

耐震度Is値：0.42
耐力度点数：4,014

耐震度Is値：0.47
耐力度点数：3,638

北

第一小学校の耐震度・耐力度調査結果

耐震診断基準表
倒壊・崩壊の
危険性Is値

低い0.6以上

ある0.3以上
0.6未満

高い0.3未満

娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

「耐震診断」・「耐力度調査」
○耐震診断は、震度６強の地震に対るす安全性を
構造力学上診断します。Is値で表され、文科省
は学校施設を0.7以上にするよう求めています。

○耐力度調査は、建物の構造耐力・経年による耐
力低下・立地条件による影響を総合的に調査し、
老朽化を総合的に評価します。点数で表され、
4,500点未満は文科省の改築要件です。

用 語 解 説 ●改築へのご意見募集
様式／住所・氏名を記載した任意
の様式
提出方法／郵送、ＦＡＸ、メール、
直接持参
提出先
　〒999-0696 飯豊町大字椿2888番地
　役場教育文化課学校教育振興室
　思：0238-72-3827
　糸：i-gakkou@town.iide.yamagata.jp
募集期限／10月12日㈮まで

体育館

管理棟

教育棟１

教育棟２



広報いいで 8

“めざみの里” まつり
いいでいいで

今年のテーマは「繋がる」
つ  な

会場全体に笑顔の輪が繋がりました

2012.9.1　町民総合センター「あ～す」

みんなで作った笑顔のハート「にぎわいスマイルアーみんなで作った笑顔のハート「にぎわいスマイルアートト」」

 
記
念
の
第　

回
20

　

９
月
１
日
、「
あ
～
す
」
で
、　

回
目

20

と
な
る
「
い
い
で
〝
め
ざ
み
の
里
〟
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
企
画
の

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
残
暑
の
な
か
多
く

の
町
民
の
方
が
来
場
し
、
例
年
を
し
の

ぐ
熱
気
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

町
内
す
べ
て
の
幼
児
施
設
の
園
児
に

よ
る
「
ち
び
っ
こ
獅
子
」。
黒
山
の
人

だ
か
り
を
前
に
、
臆
せ
ず
元
気
い
っ
ぱ

い
に
舞
う
獅
子
、
そ
れ
を
い
き
お
い
づ

け
る
笛
太
鼓
の
お 
囃  
子 
や
先
導
す
る

は
や 

し

 
提 

ち
ょ
う

 
灯 
行
列
。
獅
子
と
警
護
の
力
比
べ
で
は
、

ち
んい

き
お
い
余
っ
て
獅
子
か
ら
顔
が
出
て

し
ま
う
ほ
ど
。
た
く
ま
し
さ
と
愛
嬌
の

あ
る
ち
び
っ
こ
獅
子
は
、
会
場
を
大
い

に
和
ま
せ
ま
し
た
。

　

に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
ス
マ
イ
ル
ア
ー

ト
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
の
写
真
約
千
枚
を
張
り
合
わ

せ
、
ハ
ー
ト
の
形
を
表
現
し
ま
し
た

（
上
の
写
真
）。

　

町
民
総
参
加
に
よ
る 
W
A 
踊
り
で
は
、

わ

「
花
笠
音
頭
」
も
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

　

団
体
、１
3
2
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

28
　

そ
の
ほ
か
、「
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ

競
走
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
約　

発
の
花
火
が

250

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
締
め
く
く
り

の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
に
照
ら
し
だ
さ
れ
た

会
場
に
は
、
世
代
を
超
え
た
笑
顔
の
輪

が 
繋 
が
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
な
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会場全体で歌い上げる「いつも心に」

ピンと張った幕から、獅子と警護の真剣さが伝わる「ちびっこ獅子」

大輪の花火を見上げる会場内の笑顔

新たな継承者が育つ「中獅子踊り」

順番待ちの行列ができた「フワフワ滑り台」

鮮やかな花笠を手に、優雅な舞を披露する踊り手たち「 ＷＡ 踊り」
わ

「中津川小中学校
よさこいソーラン」
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線225

　８月15日、真夏の雪まつりが、物産館で行われま
した。毎年お盆に開催し、今年で13回目。中庭に作
られた雪の特設広場では、来館者が自由に雪と触れ
合えるほか、親子ソリ競技やスノーフラッグ、雪上
スイカわりなどの競技が行われました。河北町から
添川に帰省中の家族は「工夫を凝らした楽しい企画
で１日中いても飽きない。毎年このイベントを帰省
中の予定に入れています」と話してくれました。

帰省中の楽しみに定着

第13回真夏の雪まつり

　８月６日から12日にかけて、県立置賜農業高等学
校飯豊分校の閉校記念として「校舎公開」が行われま
した。来校者には、生徒が校舎を案内し、各部屋や展
示物などを説明していました。舘石 政  一 さん（黒沢）

まさ いち

は、生徒の説明を聞き終えると「この生徒会室と更
衣室は、昔は一つの部屋で、卓球台が置いてあった。
上級生も下級生も集まる交流の場だった」と自分が
通っていた頃の思い出を語ってくださいました。

こみ上げる懐かしさ

飯豊分校閉校記念企画「校舎公開」

　８月19日、中村夏祭りが、中村原広場で開かれました。地
域の方が集える場を作り出そうと「中村夏祭り実行委員会」
（長岡 英  雄 委員長）が企画し、今年が初開催。 提  灯 やススキ

ひで お ちょう ちん

で装飾された会場で、歌謡ショーやめざみの WA 踊りが行
わ

われ、フィナーレには約250発の花火が夜空を彩りました。
青年部による売店は、弾む会話で活気にあふれ大盛況でした。
長岡委員長は「世代を問わず多くの方に参加いただき、感
謝です」と参加者の笑顔を見ながら話してくださいました。

世代間交流で地域を元気に

第１回中村夏祭り
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　８月５日、どぶロックフェスタ2012が、源流の森
野外ステージで開催されました。喜多方市につなが
る林道の来年完成を控えたプレイベントとして「ど
ぶロックフェスタ2012実行委員会」（伊藤 和  憲 委員

かず のり

長）が企画。６組のアーティストが出演し、ロック
やロカビリーを熱唱しました。会場は熱気に包まれ
「お父さんカッコイイ」など、普段と違う“オヤジ”
の姿に黄色い声援が飛んでいました。

熱い！オヤジたちのロック

　８月24日、第一小学校６年生を対象に、学校給食
の食材を通して職業観や勤労観を育む教室が行われ
ました。講師に、キュウリ生産者の小川 雅  憲 さん

まさ のり

（椿）が招かれ、農業を継いだ思いとともに「自然相
手で苦労が多いが、“おいしい”の言葉に幸せを感じ
ます」と仕事の魅力を話されました。その日の給食
には小川さんが生産したキュウリが出され、児童た
ちはおいしそうにほお張っていました。

農業を学び、産物を味わう

どぶロックフェスタ2012キャリア教育＆心を育む学校給食週間

　８月18日、中部地区公民館でめざみの里かかし祭りが開
かれ、16作品が展示されました。ロンドン五輪やスカイツ
リーなど“今”をとらえた作品や昔話の名シーンを再現し
た作品など、力作が並びました。会場では、ミニSL乗車や
風船飛ばしなども行われ、親子連れでにぎわいました。か
かしコンテスト子供の部グランプリを受賞した石原子ども
育成会の嘉藤 晶 さんは「かかしを覆う布を丁寧に縫うこと

あき

を心がけました」と話してくれました。

個性的な“かかし”がずらり

第22回めざみの里かかし祭り

　８月10日、お盆の帰省者（車）に対する交通安全キャンペー
ンが、道の駅いいで駐車場で行われました。町交通安全母
の会（伊藤喜和子会長）が企画し、交通安全協会や長井警察
署など関係者約30名が参加。「マイペースで安全に運転し
てください」と声掛けしながら、町内産のお米などが入っ
たエコバックをドライバーに手渡しました。思いがけない
プレゼントと温かい言葉を受け取ったドライバーは「安全
運転を意識して家族のもとに帰ります」と応じていました。

 米 ペースで安全運転
まい

交通安全キャンペーン

News 町の話題
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「まちかどNEWS」で紹介しきれない地域
のできごとを１枚の写真でご紹介します永年勤続優良社員表彰式・新規

学卒就職者激励会 （あ～す）
めざみの里川柳大会　　  　　
　　　　　　（中部地区公民館）

しろあと教室「萩生城跡に係る
講演会」 （中部地区公民館）

山形県市町村教育委員大会
 （あ～す）

ロンドン五輪パブリックビュー
イング （園芸ハウス）

8
2

男声合唱団プロージットが介護
施設で歌声披露 （美の里）

町無形民俗文化財の椿念仏踊り
 （椿地区）

添川温泉ふるさと祭り
 （しらさぎ荘前広場）

町消防団機関講習会
 （あ～す）

おじいちゃん・おばあちゃんへ絵手
紙コンテスト  （町社会福祉協議会）

町内小学校の水泳大会
 （町民プールなど）

まちかどまちかどまちかど

スナップショットスナップショットスナップショット

8
2

8
4

8
5

8
9

8
12

8
14

8
14

8
24

8
26

8
28
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暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
は
日
中
も
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
草
む
し
り
を
し
た
り
、
畑

を
し
た
り
、
一
服
の
お
茶
を
楽

し
み
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

7
月
末
に
「
夏
休
み
ふ
る
さ

と
山
村
留
学
」
が
あ
り
、
都
会

の
子
ど
も
た
ち　

名
が
中
津
川

26

で
４
日
間
過
ご
し
ま
し
た
。
私

は
、
受
け
入
れ
側
の
里
親
さ
ん

の
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
初
め
は
緊
張
気
味
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
と
も
「
あ
な
た

た
ち
息
が
ぴ
っ
た
り
じ
ゃ
な

い
」
と
里
親
さ
ん
か
ら
褒
め
て

も
ら
え
る
ほ
ど
に
意
気
投
合
し

ま
し
た
。
後
日
、
あ
る
男
の
子

か
ら
手
紙
が
届
き
、
そ
こ
に
は

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」

と
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
、
最
後
に
は
〝
離
れ
て
い
て

も
忘
れ
な
い
か
ら
ね
〟
と
い
う

内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
そ
ん
な
関
係

を
築
け
た
の
は
、
中
津
川
の
大

自
然
や
こ
こ
に
住
む
方
々
の
人

柄
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
地
区

を
支
え
る
力
や
魅
力
と
い
う
宝

物
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
分
、
見
送

る
時
の
寂
し
さ
は
倍
に
な
り
ま

す
が
、
中
津
川
の
里
親
さ
ん
の

良
さ
を
知
り
、
ま
た
お
手
伝
い

が
で
き
る
こ
と
、
新
し
い
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
こ
と
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
は
半
分
を
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
一
つ
一
つ
の

出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
こ
の
地
区

の
宝
物
を
発
見
し
て
い
き
た
い

と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

出
会
い
の
宝
庫

中
津
川

発信距

佐

々

木 
 
大  
依 

と
も 

え

出
身
地
／
岐
阜
県
笠
松
町

◆山形県小学生陸上競技大会
蒲５年男子100ｍ距舟山 奏
◆西置賜地区中学校体育大会
蒲卓球男子距安部真人
◆山形県中学校総合体育大会
蒲水泳男子
　100ｍバタフライ虚志田龍星
　200ｍバタフライ虚志田龍星
蒲陸上男子
　走り幅跳び距渡邊俊輝

◆東北中学校体育大会
蒲水泳男子
　100ｍバタフライ許志田龍星
　200ｍバタフライ許志田龍星
◆全国中学校体育大会
蒲水泳男子
　100ｍバタフライ出場  志田龍星
　200ｍバタフライ出場  志田龍星
◆国民体育大会山形県予選会
蒲水泳少年Ｂ（中学３年生＋高校１年生）
　100ｍバタフライ虚志田龍星
　200ｍ個人メドレー距志田龍星
◆県美展
県展賞（作品名： 楢  枯  虫 ）／舘石茂

なら がれ ちゅう

◆こども県展
入選／嶋貫まゆみ（第一小）、鈴木

慎（同）、鈴木恋々南（同）、手塚叫翔
（同）、石谷流星（添川小）、井上勝太
郎（手ノ子小）、横山佑真（同）、伊藤
琉久（第二小）、梅津美鈴（同）、鈴木
朋幸（中津川小）、伊藤拓馬（飯豊
中）、佐藤里香（同）、井上優也（同）、
伊藤寛大（中津川中）、高橋空（飯豊
中）、八島沙希（同）、山口勇毅（同）、
高橋未咲（中津川中）
◆山形県優良建設工事顕彰
　農林水産部門／㈱三ツ柳道路
◆山形県シニアゴルフ選手権競技・日
本スポーツマスターズ山形県予選会

　ゴルフ／許鈴木健児
◆道路ふれあい月間愛護団体表彰
　山形河川国道事務所長表彰／上町衛生組合

虚‥１位、 許‥２位、 距‥３位　　　　　

　７月８日、東京大学で、町は、農村計画学会（ 山 
やま

 路  永  司 会長：東京大学大学院教授）より、本町が昭
じ えい じ

和49年以来取り組んできた「住民主体のまちづく
り」の先進性が高く評価され、表彰を受けました。
　町は、住民主体のまちづくりの理念の下、昭和
47年に町民各層からなる120人委員会を組織し、
昭和49年に総合計画「手づくりのまちいいで」を
策定しました。この理念は、昨年度策定の第４次
総合計画にも受け継がれています。
　表彰式後に、表彰を受けた30地区を代表して、
後藤町長が記念講演を行いました。 代々の総合計画

（敬称略）

「住民主体のまちづくり」が表彰を受ける

Topics 町の話題
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【
材
料
】

◇
長
ナ
ス 

５
本

◇
だ
し
汁 

　

㏄
50

◇
し
ょ
う
油 

　

㏄
50

◇
砂
糖 

５
㌘

◇
酢 

　

㏄
25

◇
擦
り
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ 

適
宜

◇
シ
ソ 

適
宜

【
作
り
方
】

虚
だ
し
汁
、
し
ょ
う
油
、
砂
糖
、
酢
、
擦
り

お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
を
混
ぜ
て
お
く
。

許
ヘ
タ
を
切
り
落
と
し
た
長
ナ
ス
を
、
縦
に

切
り
、
皮
の
所
ど
こ
ろ
を
縦
に
む
く
。

距
②
を　

度
の
油
に
皮
の
ほ
う
か
ら
入
れ
、

180

途
中
返
し
て
火
を
通
す
。

鋸
火
が
通
っ
た
ら
、
バ
ッ
ト
な
ど
で
軽
く
油

を
切
り
、
溜
め
た
氷
水
に
く
ぐ
し
て
、
油

と
粗
熱
を
取
る
。

漁
氷
水
か
ら
ナ
ス
を
取
り
出
し
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
水
分
を
ふ
き
取
っ
た
後

に
、
①
に
２
時
間
ほ
ど
浸
す
。
皿
に
盛
り

付
け
て
薬
味
を
乗
せ
て
出
来
上
が
り
。

ナ
ス
の
冷
製
揚
げ
出
し

鮮
や
か
な
色
合
い
が
清
涼
感
を
演
出

手ノ子地区
食生活改善推進員
古川伸江さん

涼
し
い
夏
野
菜
料
理
は
、

家
族
に
も
好
評
で
す

　

暑
い
夏
は
、
ナ
ス
が
旬
を
迎
え
る
時
期
。

畑
で
は
紫
色
を
濃
く
し
て
収
穫
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
の
揚
げ
出
し
は
、
揚

げ
た
て
も
美
味
し
い
で
す
が
、
暑
い
時
期
は
、

箸
が
進
ま
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
い
し
さ
は
そ
の
ま
ま
に
見
た
目
を
涼
し
く

演
出
し
よ
う
と
考
え
た
料
理
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
溜
め
た
氷
水
に
サ
ッ
と
く

ぐ
す
こ
と
で
す
。
余
分
な
脂
が
落
ち
、
味
わ

い
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
鮮
や
か

な
色
が
長
持
ち
す
る
よ
う
で
す
。

　

使
用
す
る
ナ
ス
は
、
長
ナ
ス
を
お
勧
め
し

ま
す
。
丸
ナ
ス
は
小
さ
い
と
苦
み
が
残
る
よ

う
で
す
。
皮
は
で
き
る
だ
け
薄
く
む
く
と
、

出
来
上
が
り
の
色
が
き
れ
い
に
出
て
涼
し
さ

が
増
し
ま
す
。

　

薬
味
の
シ
ソ
を
、
ネ
ギ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど

に
変
え
る
だ
け
で
味
わ
い
が
変
わ
る
の
で
、

色
々
と
お
試
し
く
だ
さ
い
。

Cooking料理



広報いいで 2012/9/1315

episode

「 故  郷 からの荷物は宝物」
ふる さと
食育のすすめ

　ようやく野菜が採れる季節となり、家を離れて
いる娘へ荷物にして送りました。次の日「宝箱届
きました。ありがとう」と娘からのメール。祖父
の作る無農薬野菜で育った娘達は、トマトを畑で
採ってすぐ食べたり、氷水の中に入れたきゅうり
に味噌をつけて食べたりといった経験をし、素材
のおいしさを知っています。そして、味覚と同時
に、飯豊で過ごしたなつかしい思い出や故郷の空
気を“宝箱”から感じ取ったようです。
　お盆に帰省した娘は「やっぱりおじいちゃんの
野菜は最高！」と言って、祖父がこの時期に収穫
できるように作ったとうもろこしをほお張ってい
ました。まさに食は身も心も育て、癒し、命を育
む営みへとつながっているのだと思います。

９月19日㈬ 10：30～　かんがるー広場
　　20日㈭ 10：30～　栄養士さんの指導
　　21日㈮～28日㈮   なかよし広場
　　　　　　　　　　場所は町内の各幼児施設
10月３日㈬ 10：30～　おはなし広場
　　11日㈭ 10：00～　ミニ運動会
　　12日㈮ 10：00～　リトミック３歳児

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00 、13：00～17：00

今月の

おすすめ図書

●開館時間　　午前９時～午後６時（５月～10月）
　　　　　　※土・日曜日は午前９時～午後５時まで
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

※要予約

おもかげ復元師
笹原留似子／著　ポプラ社

なきがらに笑顔を戻し、遺族の悲し
みを生きる力に変えていく。東日本
大震災後、ボランティアで、300人
以上を復元した女性復元納棺師が、
現場で感じ、伝えてきたことを綴る。

一般図書

東野圭吾／著　文藝春秋

新興宗教の教祖が送る念、奇妙な幻
聴、不可思議な殺人現場や犯人が仕
掛けたトラップ…。ガリレオこと湯
川が、すべての謎を解き明かす。人
気シリーズ最新刊。

虚像の道化師
一般図書

ふたごのしろくま
とりさん、なんば？のまき
あべ弘士／作　講談社

ふたごのしろくまが、母さんに教わ
りながら、鳥の数を数えています。
でも、なかなか上手に数えられなく
て…。氷の島に住む、しろくまの子
と母さんぐまの楽しいお話。

いのちを感じる心が育つ
おはなし

いのちのきらめきや、はかなさ。人
間のたくましさや弱さ、生きるため
に必要なことなど。「いのち」につ
いて考えるおはなしを収録。教訓や、
読み方のアドバイスも掲載。

主婦の友社編　主婦の友社

内容／かけっこ、スイカ
運び競走、宝物探しなど
多彩な種目にチャレンジ。
さあ、こどもみらい館に
出かけよう！　※要予約

10月11日状10：30～
こどもみらい館

ミニ運動会

子育て

FILE
フ ァ イ ル

（９月・10月の日程）

児童図書

児童図書

Child & Book 子育てと図書
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

 池坊  華  道  会 
いけのぼう か どう かい

嘉藤さんにとって華道とは…

●池坊華道会への入会などのお問い合わせは、嘉藤美千子さんまで志72―2014

華　道

Club & Essayクラブ紹介と随想

滑嘉藤美千子さん

母のように、心を癒し、
教え導いてくれるもの

「
５
Ｓ
・
ご
え
す
」

　

後　

藤　

幸　

平

興

　

町
長
室
は
フ
ァ
イ
ル
の
山
、
と
聞
い
た

ら
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

地
震
の
後
の
よ
う
に
崩
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
キ
チ
ン
と
書
棚

に
整
理
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
も
う

並
べ
る
場
所
さ
え
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　

毎
日
繰
り
出
さ
れ
る
重
要
な
案
件
、
国

や
県
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
制
度
改
革
の

真
っ
最
中
で
あ
り
飯
豊
の
将
来
を
左
右
す

る
か
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
デ
ー
タ
が
次
々

と
舞
い
込
む
。
話
し
合
い
を
記
録
し
た
議

事
録
や
会
議
録
、
そ
し
て
企
画
や
計
画
。

も
う
フ
ァ
イ
ル
は
ど
れ
も
パ
ン
と
は
ち
き

れ
そ
う
な
の
で
あ
る
。

　

就
任
し
て
ま
も
な
く
、
必
要
な
書
類
は

職
員
が
ほ
と
ん
ど
保
存
し
て
い
る
の
で
手

元
に
置
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
都

度
聞
い
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
だ
っ

た
。
今
日
の
状
態
を
予
測
し
て
の
忠
告

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
常
に
ス
タ
ッ

フ
が
傍
に
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
自
分
の
文
書
整
理
に
は
流
儀
が

あ
っ
た
。

　

情
報
を
整
理
し
着
実
に
必
要
な
文
書
を

探
す
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は

情
報
の
出
所
、
一
つ
は
テ
ー
マ
別
、
も
う

一
つ
は
時
系
列
で
あ
る
。
こ
れ
を
常
に
分

か
り
や
す
く
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
か

ど
う
か
が
事
業
の
成
否
を
左
右
す
る
の
だ
。

今
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
出
現
で
文
書
フ
ァ
イ

ル
に
付
箋
を
つ
け
る
こ
と
が
簡
単
に
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
そ
れ
は
一
挙
に
解
決
し

た
。
た
だ
問
題
は
、
す
べ
て
の
文
書
や
情

報
が
電
子
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い

こ
と
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
５
Ｓ
（
ご
え
す
）
の
登
場
で
あ

る
。
整
理（
せ
い
り
、
S
e
i
r
i
）
い
ら

な
い
も
の
を
捨
て
る
。 

整
頓（
せ
い
と
ん
、

S
e
i
t
o
n
）
決
め
ら
れ
た
物
を
決
め

ら
れ
た
場
所
に
置
き
、
い
つ
で
も
取
り
出

せ
る
状
態
に
し
て
お
く 
。
清
掃（
せ
い
そ

う
、
S
e
i
s
o
u
）
常
に
掃
除
を
し
て
、

職
場
を
清
潔
に
保
つ
。
清
潔（
せ
い
け
つ
、

S
e
i
k
e
t
s
u
） 

整
理
・
整
頓
・
清

掃
を
維
持
す
る 
。
躾（
し
つ
け
、
S
h
i

t
s
u
k
e
）
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
・
手

順
を
正
し
く
守
る
習
慣
を
つ
け
る
。

　

製
造
業
の
品
質
改
善
運
動
で
よ
く
提
唱

さ
れ
る
。
そ
の
５
Ｓ
が
ま
ち
の
景
観
を
美

し
く
保
つ
に
も
有
効
と
い
う
意
見
を
最
近

聞
い
た
。
し
か
し
、
い
ら
な
い
も
の
を
捨

て
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
か
な
り
引
っ
か
か

る
。
捨
て
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
蓄
積
す

る
。
ま
し
て
や
景
観
に
お
い
て
は
で
あ
る
。

◆会員募集対象
経験・年齢・性別・住所を問わず入会可

◆ピーアール　
　池坊はいけばなの根源と呼ばれ、1462年に
初めて文献に登場し、今年が550年の節目の年
です。「道」が付いた習い事は、難しいものに思
われがちですが、池坊華道会では、正会員のほ
かに、20代から70代の方々が、趣味や息抜き
として生け花をされています。
　嘉藤さんは「忙しい日々の中でも、会員の皆
さんがゆったりした気持ちで花を生け、心が癒
される会を目指しています」と話します。

◆指導者／嘉藤美千子さん（萩生）、 雅  号 ：嘉藤
が ごう

 美  風 
び ふう

◆活動内容／月２回程度の生け花教室。花展や
文化祭などに生け花出展。今後はボランティ
アで生け花教室を計画中
◆会員／４名
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知
っ
て
お
こ
う
体
の
こ
と

　

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
て
も
、

　

・　

歳
代
は
健
康
を
意
識
し
た
生
活

40

50

が
特
に
必
要
に
な
る
時
期
で
す
。
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
運
動
を
す
る
こ
と
で
、

体
の
機
能
の
衰
え
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 
運
動
は
欠
か
せ
な
い

①
生
活
習
慣
病
を
予
防

　

身
体
の
余
分
な
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
燃
や
し
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
す
。
ま
た
、
心
肺
機
能
を
活
発

に
し
て
筋
力
や
健
康
の
維
持
に
役
立
ち

ま
す
。

②
身
体
機
能
を
強
化

　

筋
肉
や
骨
は
、
運
動
に
よ
る
刺
激
で

よ
り
強
く
丈
夫
に
な
り
ま
す
。
ま
た
持

久
力
や
柔
軟
性
な
ど
も
高
ま
る
こ
と
で
、

腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

③
脳
を
活
性
化

　

適
度
な
運
動
は
、
体
の
機
能
調
節
に

重
要
な
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
を
高

め
ま
す
。
ま
た
、
気
分
転
換
に
も
最
適

で
精
神
的
な
疲
労
も
解
消
で
き
ま
す
。

 
意
識
し
て
体
を
動
か
す

　

運
動
と
い
う
と
「
つ
ら
い
」「
き
つ

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
ず
は
、
意
識
し
て
体
を
動
か
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
を
増
や
す
ヒ
ン
ト

　

①
楽
し
ん
で
で
き
る
運
動
を
選
ぶ

　

②
誰
か
と
共
に
で
き
る
運
動
を
選
ぶ

　

③
気
分
転
換
を
兼
ね
て
運
動
を
す
る

◆
生
活
で
活
動
量
を
増
や
す
ヒ
ン
ト

　

①
車
は
な
る
べ
く
遠
く
に
停
め
る

　

②
階
段
を
使
う

　

③
何
か
を
し
な
が
ら
筋
力
強
化

例
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
腹
筋
、
歯
磨

き
し
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

  
足
の
筋
力
ア
ッ
プ
で
転
倒
予
防

　

太
も
も
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
低

下
す
る
と
、
転
倒
し
た
り
つ
ま
ず
い
た
り

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。「
足
上
げ
」

は
特
に
太
も
も
の
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的

で
す
。
毎
日
少
し
ず
つ
継
続
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
回
数
の
目
安
は　

回
で
す
。

10

Karte⑮

health column

健康に関する身近なテーマを２つ取り上げて、

H E A L T H

皆さんの健康づくりを応援します。

健康福祉課からの健康コラム

加齢による体の変化と留意点

・運動
・転倒予防運動

今 月 の
テ ー マ

①膝を曲げたまま片足をも
  ちあげる

②反対側も行う

1

※背中が丸まらないように注意

③反対側も行う

①イスに両手でつかまる

②片足を後ろに持ち上げる

2

①イスや壁につかまって
  まっすぐに立つ

②かかとをあげる

③つま先をあげる

3

①線の上に立つ

②つま先にかかとをつけ
  るように歩く

③10歩行う

4

※ふらつきそうな時は、必ず何か
  につかまって行ないましょう

厚
生
労
働
省
「
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り

問合せ先　健康福祉課　緯86―2233

留 意 点変 化年 代
筋肉量が減り始めることで、基礎代謝が
急激に減ります。運動不足や暴飲暴食を
する生活では、どんどん脂肪が増えます

筋肉が減り始め、脂
肪がつきやすくなる30歳代

食生活の偏りや喫煙、運動不足などの習
慣から内臓脂肪が増え、高血圧、高血糖、
脂質異常などの状態が現れます

体脂肪、特に内臓脂
肪が増えてくる40歳代

活動量が減り、筋肉や骨などが衰えます。
記憶力や免疫力の低下、ホルモンバラン
スの乱れなどの老化現象が現れます

体の機能の衰え
50･60
歳代

娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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◆日時／９月26日㈬ 
　　　　開場18：30　開演19：00
◆内容
焔合唱「鬼の子のうた」より
焔合唱劇「なめとこ山の熊」
　原作：宮沢賢治、指揮：栗山文昭
　演奏：宇都宮大学混声合唱団ほか
焔コラール・ド・めざみ、プロージット
の合唱や「飯豊山」合同演奏
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆入場料場／全席自由で一般1,000円、
高校生以下無料
◆問合せ先／町民総合センター「あ～
す」緯72―3111

◆日時／９月29日㈯ 10：00～13：00
◆会場／白布森の館周辺（米沢市）
◆内容／木工クラフト、森林トレッキ
ング、ネイチャーゲーム、チェーン
ソーアート、カシス苗木プレゼント、
ナメコ汁振る舞いなど※プレゼント
と振る舞いは数に限りあり
◆参加料／無料
◆その他／森林トレッキングとネイ
チャーゲームは予約が必要です
◆問合せ先／置賜総合支庁森林整備課
緯0238―35―9053

◆日時／９月22日㈯ 13：40～16：30
◆会場／南陽市宮内交流プラザ「 蔵  楽 」

くら ら

◆内容／講演「急病時の対応・受診の
仕方」など、寸劇、実技指導
◆参加料／無料
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室

緯86―2338

◆対象者／町内米生産者
◆申請書の交付
申請書を役場産業振興課または米集
荷業者（JA飯豊支店・マルシチ米穀）
に用意しています

◆申請書提出期限
　10月５日㈮まで米集荷業者に提出
◆認定要件
稲作を経営の柱とし、水田経営面積
が３ha以上であること。このほかに
も要件がありますので、詳細は下記
までお問い合わせください

◆問合せ先
役場産業振興課農業振興室
緯72―2111 内線263

　日没が早まる秋以降は、夕暮れ時か
ら夜間にかけて交通事故が多発します。
交通事故防止を徹底しましょう。
◆期間
　９月21日㈮～９月30日㈰
※30日は交通事故死ゼロを目指す日
です

◆運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
◆運動の重点
焔夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
乗用中の交通事故防止（反射材用品
などの着用推進と自転車前照灯の点
灯の徹底）焔すべての座席のシート
ベルト着用とチャイルドシートの正
しい着用の徹底焔飲酒運転の根絶焔
道路横断時・交差点における交通事
故防止

◆問合せ先／役場住民税務課生活環境
室緯72―2111内線132

◆日時／９月22日㈯ 11：00～15：30
　イベントごとに開催時間は異なります
◆場所／村山総合支庁駐車場（山形市）
※雨天時は内容を変更して開催
◆内容と留意点
焔犬・猫の新しい飼い主探し
当日開催の「犬・猫の正しい飼い方
教室」の受講が必須
焔ペット健康相談
　獣医による健康ケアのアドバイス
焔ペット似顔絵コーナー
　参加料500円、当日申し込みで先着
　30名
焔愛犬ミニ運動会
　当日申し込みで先着20組
焔猫の飼い方相談
焔愛犬のしつけ教室
　事前予約で先着20組
◆問合せ先／山形県食品安全衛生課

緯023―630―2677

◆日時／10月９日㈫ 10：00～12：30
◆会場／山形県立山形聾学校（山形市）
◆内容／学校紹介、授業参観、研修会
（きこえない、きこえにくい体験）
◆参加料／無料
◆対象／焔特別支援教育や聾学校に関
心のある方焔医療関係者および教育
関係者焔福祉、労働、母子保健事業
などに携わっている方

◆申込／10月３日㈬まで下記にお申込
みください

◆問合せ先／山形県立山形聾学校緯
023―688―2316
　〒990-2314 山形県山形市大字谷柏
20番地

宇都宮大学混声合唱団
サマーコンサート in 飯豊

平成25年度産「つや姫」
生産者募集

山形県動物愛護
フェスティバル

山形聾学校
学校公開

秋の交通安全県民運動

救急フォーラム置賜2012

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

おきたま森の感謝祭2012



広報いいで 2012/9/1319

Information お知らせInformation お知らせ

（８月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

木　村　　渉　さん
金　子　恵　美さん

　 椿 　 （川  西  町    
佐　藤　大　観さん
手　塚　沙耶香さん

黒  　  沢（黒  　  沢    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  洋　平（　恵　井 上　 陽 　 斗 く　ん

はる と

小白川
  達　哉（千　佳髙 橋　 菜 　 月 ちゃん

な つき

白川

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
85長 岡 幸　子さん北酒町中
81馬 卸 ヨ　ネさん上町添川
88井 上 一　夫さん松原
87木 村 吉　榮さん深淵西黒沢
89新　野 み　つさん中ノ目南萩生
97樋　口 ケサヱさん萩生町萩生
88佐 原 美　枝さん大旦添川
89渡 部 せ　いさんひめさゆり荘添川
92遠 藤 信　子さんひめさゆり荘添川
69髙 橋 二　男さん駅前椿
69伊 藤 陽　子さん向原北手ノ子

※この欄に掲載を望まない場合は
届出の際にお申し出てください。

◆日時／10月６日㈯ ９：30～12：00
◆場所／相生橋下の公園内（米沢市）
◆申込方法／電話で申し込み（先着45頭）
◆申込締切／９月28日㈮まで
◆負担金／犬１頭につき1,500円
◆その他／犬の参加資格がありますの
で、下記まで問い合わせください

◆申込・問合せ先／置賜保健所生活衛
生課緯0238―22―3750

　モンテディオ山形を町民あげて応援
しよう。
◆日時／９月30日㈰ 16：00開始
◆対戦相手／東京ヴェルディー
◆会場／NDソフトスタジアム山形（天童市）
◆座席／バックスタンド南席
◆販売チケット
焔一般1,500円（通常3,000円）
焔小中高生無料（通常1,000円）
◆購入対象者／町内在住または在勤の方
◆販売期間／９月28日㈮まで
◆販売窓口・問合せ先／焔役場教育文化
課生涯学習振興室緯72―2111内線162
（土・日・祝日除く）焔町民スポーツセン
ター緯72―3086（日・月・木・祝日除く）
※試合当日も会場応援デーテントにて
半額チケットを販売します

　横山哲夫さん（小白川）の作品も展示
◆日時／10月16日㈫から21日㈰
◆場所／宮城県美術館県民ギャラリー
　（仙台市）
◆問合せ先／日本リアリズム写真集団
　本郷浩緯022―362―7081

◆日時／毎月第２・４土曜日 ９：00～
13：00 ※９月22日を除く

◆場所／錦産業会館（山形市）
◆相談方法／事前に電話で予約し、後
日面談による相談
◆予約受付時間／平日９：00～16：00
◆予約・問合せ先／県社会保険労務士
会年金・労働相談室緯023―631―2959

◆日時／10月11日㈭ 13：30～16：00
◆会場／グランドホクヨウ（米沢市）
◆参加対象者
焔平成25年３月大学など卒業予定者
（既卒３年以内の者を含む）
焔概ね45歳未満の若年者
◆参加料／無料
◆参集企業／置賜管内に本社または就
業場所があってハローワークに求人
票を提出している企業50社（予定）

◆問合せ先
　ハローワーク長井緯84―8609

　障がいのある方が、働き・暮らすため
の課題や支援のあり方を考えましょう。
◆日時／９月25日㈫ 13：00～16：00
◆会場／タスパークホテル（長井市）
◆参加料／無料
◆内容／
焔講演「発達障がいのある方の就労支
援を考える」
焔シンポジウム「はたらく・くらすを
支える」
◆問合せ先／サポートセンターおきた
ま緯88―5357

職場のトラブルや年金などの
無料相談

学生と若者のための
就職面接会

愛犬のしつけ方教室

モンテディオ山形
「飯豊町応援デー」

地域生活支援セミナー
in おきたま

ＪＲＰ2012年写真展
「視点」全国巡回展（仙台展）

※７月９日からの住民基本台帳法
改正にともない、外国人住民も
上記数値に含みます。

８月分　　（　）内は対前月比

17転入2,400（ 12）世帯数
7転出3,893（   8）男人　

口
3出生4,150（  -6）女
11死亡8,043（   2）計

人の動き

◇
９
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だ
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す
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に
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ま
し
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日
中
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諏訪神社神輿渡御行列諏訪神社 神  輿  渡  御  行  列 
み こし と ぎょ ぎょう れつ

受け継がれる古式の祭り

　諏訪神社神輿渡御行列は、例大祭前夜祭
（８月16日）に行われ、 高  張 を先頭に、獅子や

たか はり

お神輿などが続きます。諏訪神社の獅子は、
舞の勇壮さから「 荒  獅  子 」とも呼ばれていま

あら じ し

す。行列には「やっこ」や「 鳥  毛 」などもお
とり げ

り、カメラ持参の見物客にとっては、絶好の
被写体となっているようです。
　数年前になりますが、落雷で萩生地区が停
電になり、 提  灯 の明かりだけが 灯 った中を獅

ちょう ちん とも

子が舞ったことがありました。300年前に思
いをはせる幻想的な光景でした。
　 氏  子 の減少が心配ですが、祭りは地域の宝

うじ こ

と考え、時代に合わせて工夫しながら継続に
努力しています。

木 村 勝  男 さん
かつ お

諏訪神社　氏子総代長

（萩生）

　諏訪神社神輿渡御行列は、神輿と獅子舞

を中心に、非常に多くの方がそれぞれの役

割を担って執り行う壮大な行列である。警

護と獅子の荒々しい力比べがあるため「萩

生荒獅子まつり」ともいう。

　伝承によれば、享保年間（1716～35）

から一度も中断することなく約300年間継

承されているという。天明年間（1781～

88）に神輿を製造した記録が残っている。

置賜地方では、このような神輿渡御行列は

すでに衰退し、そのなかの獅子舞（ムカデ

獅子）だけが残っている場合が多い。こう

した意味でこの行列は古式を伝える大変貴

重な伝統文化である。

　昭和60年２月、町の無形民俗文化財に

指定された。

解 説

諏訪神社神輿渡御行列
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

昭和59年度町無形民俗文化財指定

写真／８月16日に行われた諏訪神社例大祭前夜祭時の 神  輿  渡  御  行列 の一部
み こし と ぎょ ぎょうれつ

。手前の子どもたちは「 鳥  毛 」と呼ばれ、
とり げ

道路をはらい清め、横断する人を制止する役目

峡
selection

文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
、
民
俗
、
信
仰
、
自
然
を
物
語
る
町
の
宝
。

継
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し
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り
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け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
輝
く
価
値
が
あ
る 

。

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。


